
  2026 年 6 月 29 日 

各    位 

会 社 名 ： 虹 技 株 式 会 社 

    代表取締役社⾧ 山本幹雄 

キュポラ操業終了および新溶解炉導入に関するお知らせ 

 虹技株式会社（本社：兵庫県姫路市大津区勘兵衛町）は、姫路東工場に設置しているキュポラについて、設備

老朽化への対応および環境負荷低減を目的に、2026 年 7 月 3 日をもって操業を終了することを決定いたしまし

た。あわせて、より高効率で環境性能に優れた高周波誘導炉を新たに導入し、2027 年 10 月の稼働開始を予定し

ております。 

本計画により、脱炭素化への取り組みを推進し、環境負荷の低減と安定操業の実現を図ってまいります。 

 

記 

1. 既設キュポラ操業終了の背景 

 既設のキュポラは、1968 年より大型の鋳型や産業機械用鋳物の製造に使用してまいりました。 

一方で、近年は設備の老朽化に伴う維持コストの上昇に加え、操業に必要な技能継承の難しさが課題となっ

ておりました。 

また、当社では脱炭素化への対応を重要な経営課題の一つと位置付けており、溶解設備の更新が必要であ

ると判断いたしました。 

 

2. 新炉の概要 

炉の種類： 高周波るつぼ形誘導炉 富士電機株式会社製 １基 

設置場所： 姫路東工場 素形材事業部 大型製造工場内 

投資額 ： 約 10 億円（誘導炉と周辺設備を含む） 

溶解能力： 1 時間あたり 12 トン 

 

3. 脱炭素化への取り組み 

 当社は、CO₂排出量削減の中期目標として、2030 年度に 2013 年度比 46％削減を目指しております。さら

に、2050 年度のカーボンニュートラル実現に向け、ロードマップを策定し、各種施策を推進しております。 

キュポラはコークスを燃焼させて溶解熱源とするため、操業時に CO₂を排出します。今回、高周波誘導炉

に更新することにより、環境負荷の低減が期待できます。既設キュポラと新設の高周波炉を比較した場合、

当社試算で約 4 割の CO₂排出量削減を見込んでおります。 

 

4. スケジュール 

既設キュポラ操業終了日： 2026 年 7 月 3 日 

新高周波炉稼働開始日 ： 2027 年 10 月（予定） 

 

５．製品供給への対応 

  設備更新期間中におきましても、他の溶解炉の使用や在庫の確保等により、お客さまへの製品供給に支障が

生じないよう対応してまいります。 

以上 


